
ステップバイステップ ガイド

2D スケッチからフィーチャを作成する

2D スケッチから 3D ボディを作成します。最初にプロファイルを押し出して回転する方法と、

[シェル]コマンドを使用して空洞ボディを作成する方法について学習します。また、[フィ

レット]ツールを使用して、見やすさや機能性を高める丸みのあるエッジを作成することもで

きます。

学習の目的:

• 2D スケッチからフィーチャとソリッド ボディを作成する

• プロファイルの押し出しと回転を行う

• [シェル]ツールを使用してボディを空洞にする

• [フィレット]ツールを使用して丸みのあるエッジを作成する

完成図
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1. [データ パネル]を開き、前のビデオで作

成した MyTumbler スケッチを開きます。

注: コースで提供されているダウンロード ファ
イルから

Module2-01.f3d ファイルを使用することもで
きます。

図 1. タンブラーのスケッチ

2. 3D モデリングで最も一般的に使用されるツー

ルの 1 つは、[押し出し]ツールです。[作成]領

域で、[押し出し]をクリックします。

図 2. [押し出し]ツール
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3. 完全に拘束されたスケッチをクリックしま

す。距離を 25.4 mm に設定し、[Enter]を

押します。

ヒント:[オービット]ツールを使用してス

ケッチを移動し、押し出しを表示します。

押し出しでは、作成しているタンブラーのデザ

インに対して目的の結果が得られないため、[ア

プリケーション]バーの[元に戻す]をクリックし

て、元のスケッチに戻ります。

図 3. 押し出し距離を 25.4 mm に設定する

4. このプロジェクトでは、[回転]ツールを使用

します。[作成]領域で、[回転]をクリックし

ます。プロファイルを選択してから、回転軸

を選択するようプロンプトが表示されます。

プロファイルが既に選択されている場合があ

ります。その場合、プロファイルは青色にな

ります。

プロファイルは、スケッチで最初に作成した垂

直線分になります。軸は 228.6 mm の線分にな

ります。軸をクリックすると、Fusion のプレ

ビューが表示されます。

図 4. プロファイルと軸を選択する

[操作]ドロップダウン リストで、[新規コンポーネント]を

クリックします。[OK]をクリックすると、タ

ンブラーの外側のシェイプが 3D で作成され

ます。
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5. ブラウザで、[コンポーネント]をクリックして

名前を変更します。フィールドに Tumbler と入

力します。

図 5. コンポーネントの名前を Tumbler に
変更する

6. 次に、シェルを作成してタンブラーを空洞にし

ます。[修正]領域で、[シェル]をクリックします。

次に、シェル化する領域をクリックします。こ

の場合は、タンブラーの上部平面をクリックし

ます。矢印をドラッグし、シェルの距離を 3.175 

に設定します。[OK]をクリックします。

図 6. タンブラーをシェル化する

7. タンブラーを下部のエッジまでオービットし

ます。[修正]領域で[フィレット]をクリックし、

3.175 mm のフィレットをタンブラーの下部に

適用します。[OK]をクリックして、ファイル

を保存します。

図 7. タンブラーの下部エッジにフィレットを

適用する
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